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国住 指 第 3511号

平成 21年 12月 18日

因幡電機産業株式会社

代表取締役社長 守 谷承弘 様

国土交通大臣  前 原 誠

下記の構造方法等については、建築基準法第68条の26第 1

の規定に基づき、同法施行令第 129条の2の 5第 1項第七号の
ハ[防火区画貫通部 1時間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認める。

記

認定番号
PS060FL-0473

認定をした構造方法等の名称

排水管/グ ラファイト系熱膨張材 ・モルタル充てん/鋳 鉄製継手/床 耐火構造

/貫 通部分 (中空床を除く)

6.認 定をした構造方法等の内容

丹可添のとおり

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。

4.



暢可 添 )

1.構 造名

排水管/グ ラファイト系熱膨張材 。モルタル充てん/鋳 鉄製継手/床 耐火構造/貫 通部分
(中空床を除く)

2.寸 法及び形状等 (寸法単位 i mm)

3.材 料構成 (寸法単位 i mml

項 目 申 請 構 造

開田部
(面積)0.0531m2以下 (φO。260m以下)

(形状)円形

占積率

(開口面積に対する排水管断面積の総合計の割合)
60.3%以 下

貫通する床の構造等

(中空床を除く)

(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする
( 1 ) A L C
・厚 さ 1 5 0以 上

(2)コンクリー ト
・厚さ 150以 上

項 目 申 請 構 造

鋳鉄製

集合管

[11本体

ねずみ鋳鉄管
・規  格
・外  径
・内  径
・形  状

J I S  G  5 5 0 1

202以下

190以下

(1)、(2)のうち、

(1)差し回タイプ

(2)受け回タイプ

いずれか一仕様とする

1)F

水

管 差し回タイプ

[2]接合部材

受けロタイプ

(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする

(1)な し(差しロタイプの場合)

(2)あ り(受けロタイプの場合)

ボル ト
・寸  法 M10×長さ 35

[31パッキン

(1)、(2)のうち、いずれか一仕様もしくは組合せとする

(1)EPDM

(2)NBR
・使用量  80A用

100A用

125A用

110±50g/m2
160±50g/m2
265±75g/m2

(別添-1)



(寸法単位 i nlll)

申 請 構 造
(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする
(1)硬質ポリ塩化ビエル管 何P管)
被/fr材あり
。規  格  JIS K 6741  ・
・外  径  140.0+08以下
・概略内径 125以 下
・呼 び 径 125以 下
・肉  厚  7.0キ10以下

(2)水道用硬質ポリ塩化ビエル管 個IVP管)
被/fr材あり
・規  格  JIS K 6742
・外  径  114,0+06以下
・内  径  101.4以下
・呼 び 径 100以 下
肉  厚  7.1+n氏以下

[11受けロタイプの場合
なし

121差しロタイプの場合
(1)～(3)のうち、いずれか一仕様とする
(1)排水用硬質ポリ塩化ビエル管継手
・規  格  JIS K 6739
・外  径  150.5以 下
・内  径  140.7+04以下
・呼 び 径 125以 下
・肉  厚  4.7+05以下

(2)水道用硬質ポリ塩化ビエル管継手
・規  格  JIS K 6743
・外  径  130.0以 下
・内  径  114.7+03以下
・呼 び 径 100以 下
・肉  厚  7.5以 下

(3)MD継手 (MDジョイント)
・参照規格 MDJ002

排水鋼管継手工業会規格じ卜水鋼管用可とう継手)
質 ね ずみ鋳鉄、球状黒鉛鋳鉄
び 径 125以下

横枝管 (1)～餡)のうち、いずれか一仕様とする
(1)硬質ポリ塩化ビエル管 何P管 )
被覆材ありまたはなし
・規  格  JIS K 6741
・外  径  114.0+06以下
・概略内径 100以 下
・呼 び 径 100以 下
・肉  厚  6.6+10以下

(2)水道用硬質ポリ塩化ビエル管 佃IVP管)
被/fT材ありまたはなし
・規  格  JIS K 6742
・外  径  114.0+06以下
・内  径  101.4以 下
・呼 び 径 100以 下
・肉  厚  7.1+05以下

(別添-2)



(寸法単位 :m耐

申 請  構  造

排
　
水
　
管

横枝管

(つづき)

(3)耐火二層管
・外  径  130以 下
・概略内径 100以 下
・呼 び 径 100以 下    t
・肉  厚  13.1切 0以下

(3)-1内管

硬質ポリ塩化ビエル管 lVP管)
・規  格  」IS K 6741
・外  径  114,0+06以下
・概略内径 100以 下
・呼 び 径 100以 下
・肉  厚  6.6キ10以下

(3)-2外管

繊維混入モルタル管
・外  径  130以 下
・内  径  119以 下
・肉  厚  6.5_10以上

惚)耐熱性硬質ポリ塩化ビエル管 佃T管 )

被/fr材ありまたはなし
・規  格  JIS K 6776
・外  径  60,010(4以下
・概略内径 51以 下
・呼 び 径 50以 下

肉  厚  4.5+04以 下

立て管及び

横枝管用

被/fu材

[1]無機質フェル ト・ポリオレフィン系樹脂不織布Th」

無機質混入改質アスファル ト
・被覆長さ  500以 上

[1卜1 無 機質フェル ト
・厚  さ   5以 上

11卜2 ポ リオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファルト
・厚  さ   2.7以 下

[2]ジョイントテープ
。  1幅 74.0かV76.0

暢J添-3)



(寸法単位

申 請  構  造
立て管継手

部用被/fr材

[2]差しロタィプの場合     ・
無機質フェル ト・ポリオレフィン系樹脂不織布付
無機質混入改質アスファル ト
・被覆長さ  30～ 140
[21-1 無機質フェル ト
・厚  さ   5以 上

[2]-2 ポリオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファル ト
・厚   さ   2.7以 下

74.0～76.0

鋳鉄製集合
管用被覆材

(1)、(2)のうち、いずれか一仕様とする
(1)なし

(2)あり

下部および上部本体用
[1]無機質フェル ト・ポリオレフィン系樹脂不織布付
無機質混入改質アスファル ト
・被/fT長さ  上 部用 280以上

下部用 200以上
111-1 無機質フェルト
・厚  さ   5以 上

[11-2 ポ リオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファル ト
・厚  さ   2,7以 下

慨」添-4)



(寸法単位 :mm)

項 目 申 請  構  造

排
　
水
　
管

|

鋳鉄製集合
管用被覆材
(つづき)

[2]ジョイントテープ
・ 幅 74.0～ 76.0

[3]両面テープ

M]固定バンド

横枝管用

[11無機質フェル ト・ポリオレフィン系樹脂不織布
・被覆長さ 120以 上

[1卜1 無 機質フェル ト
・厚  さ   25以 上

[1]-2 ポリオレフィン系樹脂不織布
・厚  さ   0.4以 下

[2]ジョイントテープ
・ 幅

[3]形状保持用金具

74.0～ 76.0

M]固定バンド

(別添-5 )



(寸法単位 im耐

項   目 申 請 構 造

貫通部措置材料

(充てん材)

25

75

[llグラファイト系熱膨張材

[21テープ

[31粘着剤

ト
／ヽ

陣　暁

／ヽ
　
　
‐５

ラ
幻
沐
卵
隆醐
　
さ

円
論
搾
コ
厚

Ｍ

・
　

　

・
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4.構 造説明図

<集 合管遮音パターン>

(寸法単位 :DIIll)

集合管被覆材ありの場合 集合管被覆材なしの場合

ポリオレフィン系インシュロック

集合管上下部被覆材ありの場合

平面図

集合管上部のみ被覆材ありの場合

鎌鉄製排水用集合管

――立て管帰薇覆材

立て管

ショイントテーブ

立て管用被石材

ジョイントテーブ

固定バンド

集合管用下部被糖材

~~シ
ョイントテープ

固定バンド

――立て管用紙石材

~―
ジョイントテープ

~ジ
ョイントテーブ

断面図

~―
ジョイントテープ

集合管用上部機覆材
ジョイントテーブ

ン

~~―
立て管

注)寸 法および材料構成は 2および 3の とおり

lBl添―n

断面図

立て管



(寸法単位 :l ll l)

ョイントテーブ

断面図

集合管下部のみ被覆材ありの場合

立て管

集合管被覆材なしの場合

ョイントテーブ

立て皆用被覆材

鶴数型排水用集合確

熱膨ほ材

韓験襲排水用集合害

断面図

集合管用下部被■材

ジョイントテーブ

ン ト

ョイントテーブ

ョイントテープ

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

暢J添―働



被/fr_材の断面詳細図

(立て管〕横枝管,鋳鉄製集合管上部及び下部本体用) (寸法単位 :mm)

ホ
°
リオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファルト

無機質フェルト

ホ
°
リオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファルト

ホ
°
リオレフィン系樹脂不織布付無機質混入改質アスファルト

形状保持用金具

/
/

/
/
/十
~一

/

(立て管継手部用)

(鋳鉄製集合管横枝管用)

/
プー/讐型士―

無機質フェルト

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

暢」添-9)



ジョイントテープの断面図

ポリオレフィン系樹脂フィルム
√
~~‐ ~~~~~~― 一 一十 ‐一 ~~一

/

/ノ 亜卿―

(寸法単位 :mm)

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

暢叫添-10)



PSの壁
ネ

5.施 工方法等

く施工図〉

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

*:本 評価内容に含まない

(寸法単位 :mm)

(別添-11)



〈施工手順〉

(1)事前準備

開田部の設置

集合管が区画貫通する位置に予め占積率を考慮した開田部を設置する(開口径め260mm以下)。

(2)区画貫通処置

①貫通措置材の設置

鋳鉄製集合管に熱膨張材を貫通部厚さ以上に隙間の無いように巻きつけ、その上に塩化ビエル

系テープを巻きつける。

①-1.熱膨張材の巻きつけ

配管組立てを行う前に、貫通開田部に使用する

配管材の表面を布等できれいに清掃する。

熱膨張材を配管材の床上面の位置から隙間なく

巻きつける。この際、突き合わせ部分も隙間の

ないように押しつけながら巻き付ける。

床厚より10～20 mm長くなるように巻き付け、

最下部が水平でない場合は、カッター等で水平
にカットする。

①-2.テープの巻きつけ

認t膨張材が隙間なく巻き付けが完了し確認後、
その上にテープを隙間が出来ないように全面に

巻き付ける。

②管と集合管の接続

集合管の上下接続部に立て管を接続する。

集合管の横枝管接続部に横枝管を接続する。

ジョイントテープ

③ジヨイントテエプの巻付け

配管と被/fT材端部、集合管と被覆付

継手部および被覆材同士の合わせ

目にジョイントテープを巻付ける。

立て管

ジョイントテープ

十 ~十 ~鮎

、

ジョイント号
―プ

i

グラファイト系
＼
ジョイントープ

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

(別添-12)
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④開田部の埋め戻し

集合管を所定の位置に設置し、あて板などを固定して、開田部をモルタルで埋め戻す。充分に

乾燥したらあて板を外し、隙間が無い事を確認する。隙間がある場合は、モルタルで補修する

こと。

コンクリート

モルタル

位置決め

⑤集合管に被/fTする場合

開田部埋め戻し、配管 (被/fr材設置する場合も含む)設置が完了した後で鋳鉄製集合管用被覆材

の下部および上部本体用を下図のように集合管本体を包み込むように巻き付け設置する。

く上部本体用被覆材の設置〉

ン//ジ ョイントテ
ープ

立て管用被覆材

集合管用上部被覆材

横枝管

立て管用被覆材
~~ジ
ョイントテープ

｀一ヽ立て管

〈下部本体用被/fr材の設置〉

華塞茎雲
t~~ジ
ョイントテープ

車`` ~立 て管

▼

~十

コンクリート

‖
開田部

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり

llJ噂添-13)



⑥被/fr材の取り付け

設置した被/fT材を固定バンド〕ジョントテープで固定した後、必要に応じて横枝管用被覆材を各

配管に巻き付ける。配管からずれないように横枝管にも固定バンドで締め付けて固定する。

〈本体用被覆材の設置の完成〉 〈横枝管用被覆材設置にて仕上レか

____―立て管

///ジ ョイントテ
ープ

/′立て管用被覆材 立て管用被覆材

ジョイントテープ
1///ジ
ヨイントテープ

//′
固定バンド 固定バンド

―集合管用上部被覆材――集合管用上部被覆材
――ジョイントテープ

ジョイントテープ
固定バンド横校管＼

＼

ン
~

モルタルブ ALCまたはコンクリート
＼  ~~~ ~
＼熱膨張材

固定バンド ＼
＼集合管用下部被覆材
｀`｀
ジョイントテープ

固定バンド

ジョイントテープ

立て管用被覆材
~~ジ
ョイントテープ

t‐4ト
ト立て管

横枝管
＼ 集合管用横枝被覆材

~― ―
横枝管

% ヲ
モルタル

固定バンド

＼A`LCまたはコンクリ
ート

＼熱膨張材

集合管用下部被覆材
＼｀`
ジョイントテープ

固定バンド

~~ジ
ョイントテープ

―立て管用被覆材
~~~ジ
ョイントテープ

‐l__、、、立て管

注)寸 法および材料構成は 2お よび 3の とおり
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